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管内研に向けた長い長い準備、当日の授業や協議、本当にお疲れ様でした。授業に向け、何度も指導案を作成

し、事前の授業から試行錯誤を繰り返した授業者の藤森先生、岡山先生、また、2人の研究授業のため、事前の

準備に惜しむことなく力を貸して下さった浜鬼の先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。 

 今回の管内研で一番素敵に感じたことは、先生方が自分たちで活発に意見を交わし、相談をしたり、意見を

深め合ったりしているその姿です。正に「考えを伝え合い、根気よく、問いを解決する」という研究主題を私達

自身が体現できていたと思います。周りの大人がその姿を示すことで、子ども達も自ずと成長していけるのか

もしれないですね。 

 

【1･2年生 授業･協議の様子】 

 

 

【3･4年生 授業･協議の様子】 
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【今後の研修について】 

１０月１１日（火）   ： チャレンジ SOYA 配信（S サポート問題②/S トライ問題） 

              →11月 18日（金）締め切り 

１０月２１日（金）   ： classroom 実践交流 

              →管内研での取り組みを踏まえ、更なる研究事例の蓄積をお願いします。 

               終会で classroomにコメントの交流をしますので、見てもらいたい手立て 

               やその際の児童の様子などを事前に準備しておいて下さい。 

１０月２７日（木）   ： 研修日（学級経営案第 3 節の反省/第 4 節の交流） 

              →節反省及び次節交流の準備をよろしくお願いします。 

 

 

【1･2年生】 

 

 

【3･4年生】 

 

 

一年生、２年生ともに、他の子の答えに引っ張られすぎずに自分の考えを主張できていたのが印象的でした。日頃か
ら、担任の先生が何をいってもしっかり聞いてくれる、発表することを褒めてくれる環境があるから子どものそのような姿が
見られたのだと思います。 
 また、ワークシートにヒントをつけていたのが印象的でした。私も次回の授業から取り入れてみたいと感じました。一
点、一年生の分け方について、3 つではなく、四角形をながしかくとしかくの２つに分けた 4 つ分類でもよかったのではと
感じました。まとめに、はこの形とスペシャルなはこの形があったからです。 
たくさんの学びのある授業を見せてくださりありがとうございました。お疲れ様でした。 

日々忙しい中、授業公開お疲れ様でした。研修に力を入れているのが伝わりました。 
授業者は、複式が初めてだということでしたがわたりを上手に行い、子供たちへ接していたと感じます。 
 また、子供たちが先生をまとめている様子もありました。そんな様子から日々の努力が見えました。授業に関して
は、様々改善点出たかとは思いますが、今回、ここを重点に！というところがあったと思いますので、いきなり全てを取
り入れたり考えたりするのではなく、少しずつ改善していけたらいいのかなと、聞いていて感じました。様々チャレンジ
した授業になったかと思いますので、よかった点はそのままに、これからも頑張ってほしいと思います。 

本日は授業を見させて頂き、ありがとうございました。私は初任者で経験も浅く、複式の授業を見ることも初めてだったの
ですが、勉強になることが多かったです。まず、学習規律の定着がしっかりとされていると思いました。チャイム着席や、
発言の仕方、机上の準備などとてもまとまりのある学級だと感じました。次に、2年生の子供主体の学び合いの姿が素敵だと
思いました。私の学級では、グループワークをしても誰かは喋らなかったり、友達の意見を聞く姿勢がなっていなかったりと
まだまだ子供主体になれていないです。しかし今日の藤森先生の授業では、同時間接の場面もあり、子供たちだけで主体
的に学んでいました。今日学んだことを自分の学級にも活かしていきたいと思います。ありがとうございました。 

※他のコメントについてご覧になりたい場合は山口まで 
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【１･２年生振り返り】 

・１･２年生共に、「授業のねらい」を達成することができていた。 

・「授業のねらい」の達成の理由について、①日常の藤森先生の手立てが良かったから、②ワークシート、 

発問の焦点が明確だったから、など 

・支援の先生との打ち合わせも大切（渡り･間接の際の支援の動き、子ども達への指示の補助） 

・評価の見取りや子どもの様子をよく見るために、同時間接で、どちらの学年にもつかずに、子どもの活動を

見る時間を入れられると良い。 

・１年生への指示は、複数あると難しい。２年生は掲示での指示で直接の指示の重点を１年生に置くなど工

夫すると良い。 
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【３･４年生振り返り】 

・間接指導を進める手立てが充実しており、「授業のねらい」に迫ることができた。また、支援員からの助言

により活動の活性化が促された場面があり、担任からの学習内容の共有が効果的であった。 

・今回それぞれの学年で行った手立てを両学年で行うことができれば、話し合いや交流が充実し、間接指導

においても自分達で課題に向かっていけるかもしれない。 

・タイムマネジメントが非常に上手く、活動がリズム良く進んでいた。 

・複式学級ならではの難しさはあるが、考え方やまとめなどを子どもたちの言葉を引き出して反映させられ

るとさらに良かった。 
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【アンケート･タブレットの活用等より】 

・アンケートそのものについては、紙、フォームどちらでの提出もあった。 

・感想を頂いた方からは、タブレットでの研修に対して、概ね良い反応でした。まだ使いこなせていないこと

や話ながら入力することの難しさなどが意見として出ていました。Jamboard での協議は事前準備、事後

の業務等、簡略化できる点で非常に便利だと感じます。後は、こうした研修の積み重ねから、より効果的な

実践方法が開拓されていくと、より有意義で効率的な研修が進んでいくのではと感じます。 

 

 

タブレットでの研修は効率化や可視化には
有用だと感じました。一方で、全員が持って
いないとなかなか難しかったり、話しながら
入力しながら、は難しそうだなと感じました。 

Jamboard を使った研究協議は初めてだったのでいい経験になりまし
た。グループ協議の内容を共有できるし、協議後の記録も、わざわざ
打ち直さなくて済むので楽そうだなと思いました。もっともっとこの方法
が一般化されると、よりスムーズに始められていいなぁと感じました。 


